
１　主　催

２　後　援

３　目　的 同和問題（部落差別）をはじめとするあらゆる人権課題の解決をめざして研修を深め、

実践と交流の輪を広げることを目的に市民集会を開催する。

４　主　題 「すべての市民の人権が尊重される鳥取市を創造しよう」

～互いに気付き、支え合える地域づくりを～

５　日　時 令和３年８月１９日（木）　１３：００（受付１２：３０）～ １６：４５

６　会　場

参加予定者数

600人

1 50人

2 30人

3 90人

4 45人

5 250人

6 150人

7 30人

７　日　程

14:40 16:45

８　全体会 全体講演

 演題：「ハンセン病問題から何を学ぶべきか」

 講師：徳田 靖之 さん（弁護士）

・基礎疾患があり、感染リスクを心配される方。

・過去２週間以内に発熱や感冒症状で受診や服薬等をされた方。

・過去２週間以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要と

されている国、地域等への渡航または当該在住者と濃厚接触のある方。

※参加の際は、接触確認アプリの利用をお勧めします。ＱRコード　→

時間 会　名　等 会場名

13:00～
14:40

開会行事・全体会(講演)・諸連絡
とりぎん文化会館

梨花ホール（1,2階で1,610席）

第４７回 人権尊重社会を実現する鳥取市民集会 開催要項

鳥取市人権教育協議会

鳥取市・鳥取市教育委員会

朝日新聞鳥取総局・毎日新聞鳥取支局・読売新聞鳥取支局・産経新聞社・山陰中央新報社・新日本海新聞社・

中国新聞鳥取支局・ＮＨＫ鳥取放送局・ＢＳＳ山陰放送・日本海テレビ・TSKさんいん中央テレビ・

テレビ朝日鳥取支局・日本海ケーブルネットワーク・いなばぴょんぴょんネット・エフエム山陰・ＦＭ鳥取

12:30 13:00 13:10 15:00

諸連絡・移動

地域における人権の取り組み
とりぎん文化会館

梨花ホール（1階のみ、500席）

特別分科会
とりぎん文化会館

リハーサル室（60席）

15:00～
16:45

※
関
心
の
あ
る
テ
ー

マ
の
分
科
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

分
科
会

子どもの人権
とりぎん文化会館

第２会議室（108席）

男女共同参画
とりぎん文化会館

第４会議室（63席）

同和問題（部落差別）
とりぎん文化会館

第１会議室（199席）

障がいのある人の人権
とりぎん文化会館

展示室（90席）
※展示室は机のない、椅子のみの会場となります。

企業における人権の取り組み
とりぎん文化会館
小ホール（452席）

受付 開会行事 全体会（講演） 分科会（７会場に分かれる）

※新型コロナウイルス感染症防止対策のため、次に該当する方は参加を見合わせていただきますようお願いいたします。

・37.5℃以上の発熱や風邪症状（咽頭痛、咳、くしゃみ、鼻水）がある場合や体調がすぐれない場合。

○厚労省ｳｪﾌﾞｻｲﾄ○iPhone ○Android



９　分科会の概要 ※関心のあるテーマの分科会にご参加ください。

分科会

1 子どもの人権

分科会の講師 など

【ワークショップ】
演題「児童・子どもの虐待について考える」

講師：北野　真由美さん
　　（NPO法人えんぱわめんと堺/ES代表理事）

分科会のテーマ・内容

子どもの虐待が起きる背景には、しんどさを抱え、孤立
してしまう親の姿が見えてくる。何が親のしんどさや孤
立する状況をつくっているのか、その要因を探り、安心
して「助けて」と言える社会をつくるために、私たちに
できることについて考える。

子どもたち一人ひとりの人権が守られ、自分らしく生き
ることができるために、学校・家庭・地域で、私たちが
できることは何か。

4
障がいのある人

の人権

3
同和問題

（部落差別）

 2016年に制定された部落差別解消推進法をテキスト
に,差別解消に立ちはだかる「3つの壁」を取り上げ差別
問題理解の基礎基本を考える。
併せて、同法の具体化としての条例問題についても提起
していく。

差別の現状を知り、同和問題（部落差別）解決への道を
探る。

手足の筋力が衰える進行性の難病「封入体筋炎」を患い
ながら、馬術競技でパラリンピック出場を目指している
講師を招き、人は目標や夢に向かってチャレンジしてい
くことで、生き生きと充実した人生を送ることができる
ことなど、経験をもとに講演いただく。

「障がい者とスポーツの世界」
障がい者スポーツ競技を知ろう。

2 男女共同参画

【講演】
演題「あらためて部落差別解消推進法を学ぶ」
　　　～そのポイントと課題～

講師：奥田　均さん
　　　　（近畿大学名誉教授）

【講演】
演題「共に自立した生き方をめざして」

講師：石藏　文信さん
　　（大阪大学人間科学研究科
　　　　　　　　未来共創センター招へい教授）

5
地域における

人権の
取り組み

【実践報告】
　報告者：米谷　信夫さん
　　　　（醇風地区人権啓発推進協議会会長）
　報告者：西浦　日出夫さん
　　　　（湖南地区同和教育推進協議会会長）
【研究討議】
　助言者：寺谷　孝志さん
　　　　（鳥取県教育委員会人権教育課）
　助言者：佐藤　淳子さん
　　　　（鳥取県人権教育アドバイザー）

【講演】
演題「ビンチをチャンスへ
                 夢の実現に向かって生きる」
　　－パラ馬術競技へのチャレンジを通して－

講師：大川順一郎さん
　　　　（パラ馬術選手）
　
　

「夫源病」の著者であり、男性更年期外来を開設してい
る医師である講師を招き、変わりゆくこれからの夫婦の
在り方、家族の在り方をワークライフバランスの視点も
交えて考える。

男女が共に自立しながらも、より良いパートナーシップ
を保つためには何が必要か。

・私たちが生活している地域社会で、一人ひとりが人権
について考え、学習していく機会をどう築いていくか。
また、どう啓発していくか。
・各地区同和教育推進協議会等における、様々な人権課
題に対する取り組みと課題について、研究討議を行う。

地域社会における人権教育・啓発をどのように進める
か。

7 特別分科会

6
企業における

人権の
取り組み

【グループワーク】
とっとりＳＤＧｓ若者ネットワークと鳥取県ユニセフ協会学
生部トリセフが作成したオリジナルSDGｓカードゲーム「X
Ⅶ（テンナナ）」の体験

ファシリテーター：とっとりSDGｓ若者ネットワーク
                                                               のみなさん

【講演①】
演題：刑を終えて出所した人の人権問題
　　　～刑務所出所者等の就労支援について～
講師：井上　慎一さん
　　（県立鳥取ハローワーク　専門就業支援員）

【講演②】
演題：刑を終えて出所した人の就労受け入れについて
講師：光浪　房夫さん
　　（株式会社メモワールイナバ　代表取締役会長）

2015年の国連サミットで採択されたSDGｓ（持続可能
な開発目標）。その内容はどれも「人が生きること」と
関連しており、人権尊重の考え方がベースとなってい
る。SDGｓの17の目標をどうやって達成していくのか
考える。

誰一人取り残さない社会とするために、カードゲームを
とおしてSDGｓについて考える。

刑を終えた人の人権について考える。
また刑を終えた人が孤立することなく、再び社会の一員
となれるよう復帰を積極的に支援していく取組につい
て、ハローワークの取り組みや企業の事例を発表してい
ただく。

刑を終えて出所した人の人権問題。刑を終えて出所した
人の人権侵害の実情など、特に就労問題の視点で考え
る。


